
３学期始業式あいさつ         令和６年１月９日 

 

皆さん、改めまして「明けましておめでとうございます。」  

こうして新しい年を迎え、本日皆さんが元気よく登校してくる

姿を見ることができて大変うれしく思うと同時に、ほっとしてお

ります。 

まずは、１月１日に発生した令和６年度能登半島地震により犠

牲になられた方々に心よりお悔やみ申し上げるとともに、被災さ

れた方々に心よりお見舞い申し上げます。また、被災者の救援と

被災地の復興支援のために懸命にご尽力されている方々へ敬意

を表します。被災された皆さまが安心して送れる日常と被災地の

一日も早い復興を心より願っております。生徒の皆さんの中にも

お知り合いやご親族の方で被災された方がいらっしゃって心を

痛めていらっしゃる方もいるのではないでしょうか。その際は遠

慮せずに担任に申し出てください。未だ被害の全容がつかめない

中、私たちにできることは、思いを馳せることや募金などをする

などごくごく限られていますが、大切なのは何か特別なことをす

ることではなく、今当たり前にある日常を一生けん命生きるとい

う事ではないでしょうか。誰かに頼られたときに力を発揮するこ

とができるよう、しっかりとした知識と行動力を身に付けておく

ことが大切だと思います。 

話は変わりますが、３年生の皆さんは、いよいよ入試本番です

ね。ここまで来たら皆さんにお伝えすることはありません。体調

に気を付けて、自分を信じて、悔いが残らないよう最後までやり



切ってください。また、既に進路が決まっている生徒諸君も、残

り僅かな高校生活を新たな進路先への準備期間として、有終の美

を飾って欲しいと思います。 

２年生の皆さんにとっては、３学期はいわゆる３年０学期であ

ります。この時期をどう過ごしたか、勉強にどう向き合ったかが、

今後の君たちの将来に大きく影響します。部活動もあと半年後に

は否が応でも引退することとなります。思い残すことなく精一杯

やり遂げてください。 

１年生は、雪谷高校に入学して１年が過ぎようとしています。

皆さんは、コロナ禍では思うようにできなかった友達とのコミュ

ニケーションやクラスの和を大切にしながら、日々の授業・部活

動や様々な学校行事に一生懸命取り組んでくれました。そういっ

た意味で、皆さんは大きく成長したと思います。しかしながら、

もう少し頑張ってほしいと思うところもあります。それは「自ら

学ぶ、主体的に学ぶ」姿勢です。言われる前に自ら考え行動する

力です。皆さんは４月からは、様々な場面で学校の中心となって

活躍する 2 年生となります。その準備期として３学期を部活動、

学習面ともに充実した日々を過ごしてください。 

最後に私の今年の抱負を決める際に、昨年の振り返りや世の中

の出来事を様々考えていたのですが、そんな時に私の好きだった

漫画の鉄腕アトムやブラックジャックの作者である手塚治虫氏

の言葉を思い出したので紹介します。 

それは『人を信じよ、しかし、その百倍も自らを信じよ。』で

す。この言葉は多くの挫折や困難に直面したにもかかわらず最後



まで描き続け、名作を世に送り出した人生そのものを表していま

す。今は苦しいかもしれないけれど、後になって振り返ればその

時の頑張りが自信や達成感に繋がる、そのようになりたいと考え

ます。 

それでは皆さん、この一年が皆さんにとって素晴らしい一年と

なることを祈って始業式の挨拶と致します。 

 


